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近年、グリッドコンビューテイングへの関心が高まっている。グリッドコンピューティングは、インタ…ネットを

介して複数のコンピュータを並列的に使用することで仮想的な高性能のコンピュータを構築するための枠組みであ

る。そのような環境で、動作するアプリケーションを作成するためのミドルウェアとしていくつかの方式が提案されて

いるが、これまでの方式では環境の変化に対応してタスクの処理中に使用するリソースを動的に変更したり、異なる

08 (オベレーティング・システム)を使用しているリソース開で処理を継続して利用するといったことができない。

また複数のリソースを利用するタスクの記述も複雑である。さらに、信頼できるリソースしか利用できず、グリッド

上に提供されているリソースを十分に活用できないという問題もあった。本論文では、 08の種類を関わず、複数の

リソース聞を移動しながら動作を継続できるそパイノレエージェントを利用することで、使用するリソースの動的な変

吏を可能とし、タスクの僚明な記述とあらゆるリソースの利用が可能なアプリケーションの構築フレームワークを提

案した。

上記の研究成果をまとめた本論文は、全5]言で構成される。まず、第 1主主の序章において、研究の背景とグリッド

環境において既存のそパイルエージェントシステムを利用する際に生じる問題点について述べた。

第 2'tきでは、動的な使用リソースの変更が可能なタスクを簡明に記述するためのモパイルエージェントシステムの

拡張方法を提案した。リソース開の移動の記述とタスクの記述を分割し、グリッド沼のセキュリティ機構を組み込む

ことで、従来のそパイルエージェントシステムをグリッド上で安全に利用できるようになった。またプロトタイプを

作成して従来方式との比較実験を行い、その有効性について議論した。

次に、第 3章では、第2章で提案した方式を最新の Java環境で実現するための手法を提案した。 Javaのバイトコ

ードを変換することで、タスク記述と移動記述を分離した上で複数のリソース上でのタスク実行の継続を可能にした。

また、第4主主では、任意のホスト上で、安全にそパイルエージェントを動作させるためのセキュリティ機構を提案し

た。任意のホストょにおける安全なタスク実行環境により、ユーザ、はグリッドょにあるあらゆるリソースを利用して

高速な計算ができる。提案機構では、移動揺にエージェントの内部状態を共通鍵暗号によって暗号化し、移動先のリ

ソースからその鍵を安全に取得することで、安全なタスクの実行を実現する。
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最後に、第S章では、本論文の成果を要約し、今後の研究課題について述べた。

論文審査の結果の要旨

近年、インターネット上の多数のコンピュータを並列的に組み合わせて高性能のコンヒ。ュータを仮想的に構築する、

グリッドコンビューティングに関する研究に関心が高まっている。グリッドコンヒ。ューテイングにおけるリソースの

仮想、化にはさまざまな機構が提案されているが、本論文では、タスク実行時の動的かっ適略的な処理が可能な機構と

して、モパイルエージェントシステムを利用することが提案されている。モバイノレエージェントはネットワーク上を

自律的に移動できるタスクであり、これをグリッドコンビューティングに適用することで、ネットワークやコンヒ。ユ

ータの実行時の性能変化に素早く対応したリソース利用が可能になるものと期待できる。本論文は、グリッドコンピ

ューティングにおける、モバイノレエージェントを利用した動的な使用リソースの変更とセキュリティの確保に関する

研究成果をまとめたものである。その主要な成果を要約すると次の通りである。

(1)グリッド上で動作し、構造化プログラミングが可能なモバイノレエージェントを、エ…ジェントの移動の判断と処

理記述を分離することにより設計している。また、モパイルエージェントの自律的判断によって実行時に使用リ

ソースを動的に切り替えることで効率的なタスク処理が可能な機構を提案している。

(2)Javaを利用した従来のモバイノレエージェントシステムの実現方法を拡張し、(1)で述べた機構の実現を可能にする

手法を提案している。またその実装のためにルールによる変換が可能な Javaバイトコード変換機構を作成し、

実現手法の保守・改良が可能なモパイルエージェントシステムの基盤を提案している。

(3)利用するリソースの中に信頼できないリソースが存在する環境において、エージェントの内部状態を暗号化する

ことによって覗き見や改ざんを訪ぎ、利用可能なあらゆるリソースを安全かっ効率的に利用することが可能な、

モバイノレエ…ジェントシステムにおけるセキュリティの確立手法を提案している。

以上のように、本論文はグリッドコンビューティングの機能向上に関する成巣を挙げた先駆的研究として、情報科

学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるものと認める。
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